

































『交易のヨーロッパ史』（A. プレシ＆ O. フェールターク著）東洋書林，
2000/07/25
『排出する都市パリ−泥・ゴミ・汚臭と疫病の時代─』（A. フランクラン
著）悠書館，2007/04/10
【翻訳・雑誌掲載】
Ch. プティ・デュタイイ「12世紀フランスのコミューン─コミューン証書
とフランシーズ証書─」『千葉大学法学論集』第12巻第号，
1997/10/01
Ch. プティ＝デュタイイ「フランス中世都市における誓約団体〈コミュー
ン〉」（）『専修大学法学研究所所報』39，2009/09/10
Ch. プティ＝デュタイイ「フランス中世都市における誓約団体〈コミュー
ン〉」（）『専修大学法学研究所所報』40，2010/01/20
Ch. プティ＝デュタイイ「フランス中世都市における誓約団体〈コミュー
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ン〉」（）『専修大学法学研究所所報』41，2010/10/20
Ch. プティ＝デュタイイ「フランス中世都市における誓約団体〈コミュー
ン〉」（）『専修大学法学研究所所報』43，2011/12/10
【共著】
『1791年憲法の資料的研究』東京大学社会科学研究所1972/02/01
『法と権力の史的考察』（「コミューン論の一傾向」を執筆）創文社，
1977/08/01
『人権と司法』（「コルポラティスム論の歴史的射程」を執筆）勁草書房，
1984/11/01
『中世史講座封建社会論』（「フランス身分制国家論」を執筆）学生社，
1985/03/01
『ヨーロッパ身分制社会の歴史と構造』（「14世紀パリにおける経済危機と
王権の政策」を執筆）創文社，1987/02/01
『地方自治体系』（「フランスの自治都市」を執筆）嵯峨野書院，
1989/02/01
『都市と共同体 上』（「中世パリのパン屋規約を読む」を執筆）名著出版，
1991/08/01
『比較都市史の旅─時間・空間・生活─』（「中世パリの都市環境」を執筆）
原書房，1993/02/01
『フランス史』（世界歴史体系）（「中世の社会─都市と産業─」を執筆）
山川出版社，1995/09/01
『法の生成と民法の体系』（広中俊雄先生傘寿記念論集）（「関係の無償性と
対象の無償性」を執筆）創文社，2006/12/17
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【論説】
「地方三部会の研究試論─フランス絶対王政の研究その─（）」『法学』
第32巻第号，1968/07/01
「地方三部会の研究試論─フランス絶対王政の研究その─（）」『法学』
第32巻第号，1968/10/01
「地方三部会の研究試論─フランス絶対王政の研究その─（完）」『法
学』第32巻第号，1968/12/01
「身分制会議把握の理論的諸問題」『法律論叢』第42巻第号1968/10/01
「国家と身分制議会─フランスにおける《parlementarisme》をめぐる諸問
題─（）」『明治大学法制研究所紀要』第13・14巻合併号1971/07/01
「ラングドックにおける塩税制度の成立」『法律論叢』第46巻第・号，
1973/03/01
「ラングドックにおける1254年勅令と議会」『西洋史研究』新輯第号，
1974/11/01
「中世フランスにおける徒弟および職人・親方─パリ同業組合規約の資料
的研究─」『法学』第44巻第・号，1981/01/01
「中世におけるパリのコンフレリ─パリ同業組合規約の資料的研究─」『千
葉大学法経研究』第10号，1981/09/01
「中世パリの大工職─パリ同業組合規約第47篇の訳・注解─」『千葉大学法
経研究』第12号，1982/09/01
「中世フランスにおける同業組合の管理・運営組織─パリ同業組合規約の
資料的研究─」『千葉大学法経研究』第14号，1983/09/01
「中世パリにおける絹関係諸職業─パリ同業組合規約の訳・注解─（）」
『千葉大学法経研究』第15号，1984/01/01
「中世パリにおける絹関係諸職業─パリ同業組合規約の訳・注解─（）」
『千葉大学法経研究』第16号，1984/07/01
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「中世パリの毛織物業─パリ同業組合規約の訳・注解─」『千葉大学法経研
究』第17号，1985/01/01
「中世パリの麻物業─パリ同業組合規約の訳・注解─」『千葉大学法経研
究』第18号，1985/07/01
「中世パリにおける毛織物業の構造」『史潮』17号，1985/08/01
「中世パリにおける石工職─パリ同業組合規約の訳・注解─」『千葉大学法
経研究』第19号，1986/01/01
「中世パリの服飾業─パリ同業組合規約の訳・注解─」『千葉大学法学論
集』第巻第号，1986/09/01
「パリ市の一般警察および諸職に関する国王ジャン世の勅令
（1351.1.30）」『千葉大学法学論集』第巻第号，1987/02/01
「中世パリにおける同業組合の制度的構造」『社会経済史学』第53巻号，
1987/08/01
「中世パリにおける共同体と領主権」『比較都市史研究』第	巻第号，
1990/12/01
「中世におけるパン製造業の法的諸相─中世パリ慣習法の研究─（）」
『千葉大学法経研究』第巻第号，1991/06/01
「中世におけるパン製造業の法的諸相─中世パリ慣習法の研究─（）」
『千葉大学法経研究』第巻第・号，1992/03/01
「中世におけるパン製造業の法的諸相─中世パリ慣習法の研究─（）」
『千葉大学法経研究』第
巻第・号，1993/03/01
「中世の神判をみる視点とその座標系─カネヘムの所説によるノート─」
『千葉大学法経研究』第10巻第号，1996/04/01
「《中世都市 versus神判》論とそのパラメーター─バートリット＝カネヘ
ム論争へのノート─」『千葉大学法経研究』第11巻第号，1996/08/01
「サン＝ジェルマン＝デ＝プレ修道院領のパン屋規則」『千葉大学法学論
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集』第11巻第号，1997/03/01
「ヨーロッパ中世都市法論序説」『西洋史研究』新輯第26号，1997/11/01
「中世ハンガリーの神判文書について─ヴァラド文書に関するイレム・ザ
イタイ論文によるノート─」『専修法学論集』81，2001/03/20
「中世パリの粉ひき業と領主権」『専修法学論集』82，2001/09/01
「国民国家とフランス語─ヴィレル＝コトレ勅令（1539年）の歴史的位置
づけをめぐって─」『専修大学人文科学年報』32，2002/03/01
「法と紛争解決に関するチェイエットの研究─ポスト・カロリング期の司
法制度をめぐって─」』専修大学法学研究所紀要『公法の諸問題Ⅳ』
30，2005/03
「環境憲章とフランス憲法」『専修法学論集』97，2006/07
「中世パリの漁師と魚屋─その職業規則から─」『専修大学法学研究所所
報』35，2007/11/30
「中世パリの魚屋に関する法史料について─刊本史料を使用するための若
干の予備的検討─」『専修法学論集』106，2009/07
【書評】
「〈身分制と身分制議会〉（岩波講座・世界の歴史，11巻中世所収）を読
んで」『法制史研究』22（1972）
中村義孝「フランス革命初期における刑事裁判の変遷」（『立命館法学』
105・106号所収）『法制史研究』25（1975）
『異端カタリ派』（フェルナン・ニール著 渡辺昌美訳，白水社，1979）
『歴史と地理：世界史の研究 101』山川出版社 No.291，1979/11/01
『歴史学の伝統と革新─ベルギー中世史学による寄与─』（L. ジェニコ著，
森本芳樹監修，九州大学出版会，1984）『歴史と地理：世界史の研究
120』 山川出版社 No.348─1984/08/01
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石井三記「フランス革命期の法学教育・司法制度・法曹」（『人文学報』第
70号，1992）『法制史研究』43（1993）
渡辺節夫『フランス中世政治権力構造の研究』（東京大学出版会，1992年）
『比較法史研究』No.2，1993/03/01
「イスラム都市論によせて─比較都市史の最前線─」『比較都市史研究』第
12巻第号，1993/06/01
伊藤滋夫「近世ノルマンディにおける直接税徴収機構─地方三部会とエレ
クシオン制─」（『史学雑誌』103-7）『法制史研究』45（1995）
渡辺節夫「西欧中世における王の権威と聖性─カペー朝期の血統制と聖別
を中心として─」（『講座・前近代の天皇』 『世界史の中の天皇』
青木書店1995），「フランス中世中期における貴族制と親族関係─シャ
ンパーニュ地域の事例について─」（樺山紘一編『西洋中世象の革新』
刀水書房1995），「西欧中世における封建制の展開と騎士身分の形成─
フランスの事例を中心に─」（青山学院大学院総合研究所人文学系
『研究叢書』第号，1995），「領主と農民」（江川温・服部良久編著
『西欧中世史（中）─成長と飽和─』ミネルヴァ書房1995），「［批判と
反省］西洋中世政治権力構造をめぐる基本的諸問題─拙著に対する諸
批判に答えて─」（『青山史学』第14号，1995）…以上点についての
書評。『法制史研究』46（1996）
志垣嘉夫著『フランス絶対王政と領主裁判権』（九州大学出版会2000）『法
制史研究』51（2001）
河原温著『中世フランドルの都市と社会』（中央大学出版会2001）『社会経
済史学』Vol.68 No.4，2002/11/20
山田雅彦「中世北フランスにおける都市付属領域の形成─アラスの事例を
中心に─」（熊本大『文学部論叢』78号）『法制史研究』54（2004）
小山啓子著『フランス・ルネサンス王政と都市社会─リヨンを中心とし
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て─』（九州大学出版会2005）『法制史研究』57（2007）
高澤紀恵著『近世パリに生きる─ソシアビリテと秩序─』（岩波書店2008）
『法制史研究』59（2009）
【その他】
「歴史認識における〈主観的要因と客観性〉」『社会科学の方法』vol.7，
No.2（通巻56）1974/02/01
「G. フルカン著『中世における領主制と封建制』」『法律論叢』第47巻第
号，1975/01/01
「都市の〈社会構造〉と〈都市形態〉─都市史研究国際委員会サンフラン
シスコ会議（1975.8）へのヴォルフ報告─」『法律論叢』第48巻第
号，1976/01/01
「比較史からみたミニステリアリテ─M. ブロックの論文をめぐって─」
『創文』No.185，1979/05/01
「〈ドイツ〉の精神的基礎としての中世ゲルマン資料集 Monumenta
Germaniae Historica」『図書館の本』（千葉大学附属図書館報）No.20，
1981/10/01
「本学のフランス史資料集について─1982年度購入の大型コレクション─」
『図書館の本』（千葉大学附属図書館報）No.25，1983.10.01
「中世後期パリにおける賃労働関係─ B. ゲレメクの研究をめぐって─
（）」『千葉大学法学論集』第巻第号，1987/09/01
「中世後期パリにおける賃労働関係─ B. ゲレメクの研究をめぐって─
（）」『千葉大学法学論集』第巻第号，1988/02/01
「中世後期パリにおける賃労働関係─ B. ゲレメクの研究をめぐって─
（）」『千葉大学法学論集』第
巻第号，1992/12/01
「国際コロック：《宣誓》に参加して（於：パリ）」『比較都市史研究』第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巻第号，1989/06/01
「中世パリの市壁をたずねて」『比較都市史研究』第巻第号1989/06/01
「石工たちの仕事場」『遍歴職人と石工たち』（週刊朝日百科・世界の歴史
59・14世紀の世界）朝日新聞社，1990/01/01
「フランス都市史研究における最近の動向と中世都市論」『比較都市史研
究』第14巻第号，1995/06/01
「都市の破壊と再建─都市史国際委員会（CIHV）の共同研究プロジェクト
（1996-2000）─（マーチン・ケルナー著）」『比較都市史研究』第15巻
号，1996/06/01
「徒弟制へのもう一つの視点─職人知の伝達装置としての徒弟制─」『比較
都市史研究』第15巻第号，1996/12/01
「プティ＝デュタイイのコミューン論の理解をめぐって─山田雅彦氏の批
判に答える─」『法制史研究』51（2001）
「比較史におけるイスラム土地所有論─M. ブロック『比較史の方法』に
よせて─」『創文』No.445，2002/08/01
【学会報告】
「フランス絶対王政成立期の地方三部会について」1968.05.01，法制史学
会第20回大会（於：東洋大学）
「フランスにおける王権と地方三部会」1974.05.01，法制史学会第26回大
会（於：専修大学）
「中世パリにおける同業組合の制度的構造」1986.09.01，社会経済史学会
第55回大会（於：立教大学）
「14世紀パリにおける経済危機と王権の政策」1986.11.01，1986年度西洋
史研究大会（於：東北大学）
「ヨーロッパ中世都市論の歴史的性格」1995.04.01，比較法史学会第回
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研究大会（於：全逓会館）
「ヨーロッパ《中世都市法》論の諸問題」1997.04.01，法制史学会第49回
大会（於：専修大学）
以上
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